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ᇹᲫᇘ ډᑣ地区防災計画の方ᤆ 

 

Ძ Ⴘ ႎ 

 ிଐ本大ᩗ災ˌᨀ、災害被害をஇݱᨂにするためᐯяȷσя及びπяにおƚるӕǓ

ኵǈの᣻要ࣱがࢍƘ認ᜤされている。災害の発災Ⴚࢸは、ʩ通ዡのૺݡ、້災のӷ଺

はҗЎに対応ưきない可ᏡࣱがƋる。žᐯ（ݑ市ȷෞ防ȷᜩ）発などにǑǓ防災機᧙ٶ

Ўたƪの地؏は、ᐯЎたƪưܣるſといƏƜとを基本に、地؏ǈǜなưяƚ合いなが

ǒ災害にࢍい地区（Ǉƪ）ƮƘǓをᡶめる。 

ᑣ地区防災計画は地؏のཎࣱに応ơて、大地ᩗや᫘水害などಮŷな災害のүᨖࣱډ 

をᎋॾしながǒ、地؏におƚる防災щを᭗めるため策定するものưƋる。 

 

 ᑣ地区防災計画のನ঺ډ ２

ᑣ地区防災計画は、ዮЩ、ʖ防計画、応急対策（地ᩗȷ᫘水害）及び᝻料ዻưನډ 

঺する。 

   

〈 〉
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Ჭ 計画の̲ദ 

Ɯの計画は、᨟଺検討をьƑ、必要がƋるときはƜれを̲ദする。Ǉた、ٶಮなॖ

ᙸをӒପưきるǑƏ、計画の検討ȷ̲ദには、ࣱڡ、避難行動要支援者、支援ׇ˳、

地؏˖ಅ等の参画を̟ᡶする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

è�

計画の̲ദ（ᙸႺし）基本方ᤆ 

ȷ計画内ܾに٭୼をˤƏ̲ദについては、ډᑣ地区防災計画検討ۀ員˟ư協

議し̲ദする。 

ȷ計画内ܾにࢨ᪪のない̲ദ（ᛚ܌、Ꮾ܌や法ˋ等のࡽ用வ文）について

は、ۀ員長等のʕᚐをࢽて̲ദし、ډᑣ地区防災計画検討ۀ員˟ǁإԓす

る。 

 

 

● 計画策定のひとコマ

黄色いタオルは無事の印。

班長が確認して回ります。

黄色いタオルの表示率は83％!
安否結果を集約します。
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ᇹ２ᇘ ᐯяȷσяの基本及び地区˰ൟ等のࢫл 

 

Ძ ᐯяȷσяの基本 

 žᐯǒの៲はᐯǒがܣる（ᐯя）ſ及びžᐯЎたƪの地؏はᐯЎたƪưܣる（σя）ſ

といƏॖᜤをਤƪ、防災᚞ጀなど地区の防災෇動にᆢಊႎに参ьし、̾ʴ、ʙಅ所、

ᐯɼ防災˟等の防災щのӼ上や災害଺の連絡˳Сのૢ備、ルールƮƘǓをすすめる。 

２ 地区˰ൟのࢫл 

⑴ 常に災害に対する備Ƒを࣭ǒƣ、˰ ᡯཋ等の安μࣱ࡫や所ஊᒉしƘは̅用するއ

を確̬するとともに、地ᩗ発ဃ଺におƚるȖȭȃǯت等のْ͂にǑる被害をச໱に

防ഥするため、ଐ᪭かǒໜ検ૢ備にѐめるものとする。なお、安μࣱの確̬のため

のᙀяСࡇとして、ଯԧ ែに᩿ܖのો̲や通（଒᎑ᩗ基準）ܡ˰Эのஙᡯˌ࠰56

したȖȭȃǯتのગӊがƋる。 

⑵ 災害଺に対する備Ƒとして、ݲなƘともஇ˯Ჭଐˌ上（ưきれƹᲱଐЎ）の食料、

飲料水、ဃ෇必ᩔ品等の備ᔛ、非常ਤЈし品の準備などのӕǓኵǈを実施する。 

և 災害଺には、ᡈᨩɭ࠘が協щしяƚ合い、ऴإの৭੮、Ј້の防ഥ、И஖ෞ້、

૔Јȷ૔ᜱ等にѐめるとともに、避難に࢘たƬては、避難行動要支援者ǁの支援を

行い、Ϭ᩺かつᆢಊႎに行動する。 

 ֈ ᐯɼ防災˟等の防災᚞ጀに参ьȷ協щするとともに、災害଺には地区˰ൟȷʙ   

ಅ者と連ઃしてӲᆔ෇動が円滑にӕǓኵめるǑƏ行動する。 

։ その他、市及びӲ防災᧙̞機᧙の行Ə防災対策෇動に協щする。 

 

Ჭ ᐯɼ防災˟のࢫл 

⑴ ଐ᪭かǒ、災害଺にදॖする̾所、避難所及び避難行動要支援者のཞඞ等を৭੮

し、地区内の防災に̞る方ᤆの策定や防災Ȟȃȗ、防災᝻機஬のૢ備ȷໜ検を実施

する。 

⑵ ኵጢのྰዻ঺や෇動内ܾを明確にしておき、ྰ員の᚞ጀをਖ਼ᡶするとともに、地

区˰ൟの参ь、地区ʙಅ者との連ઃの̟ᡶ等、地区μ˳の防災щをӼ上さƤるӕǓ

ኵǈを実施する。 

և 災害଺には、ऴإのӓ集ȷˡᢋ、૔Јȷ૔ᜱ、ෞ້、避難ᛔݰ、避難所のᢃփ及

び避難行動要支援者ǁの支援等を実施する。 
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Ხ ʙಅ者のࢫл 

⑴ ଐ᪭かǒ、その管理する施設及び設備の᎑ᩗࣱの確̬、ࢼಅ員等の発災଺の一斉

৮СのためᲭଐЎˌ上（ưきれƹᲱଐЎ）の食料及び飲料水等の備ᔛにѐめるܡ࠙

ものとする。 

⑵ И஖ෞ້、૔Јȷ૔ᜱ等のために᝻機஬のૢ備、ࢼಅ員の安否確認及びࢼಅ員と

ܼଈの連絡৖െの確̬にѐめるものとする。Ǉた、ࢼಅ員の防災᚞ጀや防災෇動に

᧙するᄂ̲等のᆢಊႎな実施にѐめるものとする。 

և Ƌǒかơめ、対策のᝧ˓者を定め、災害が発ဃした場合のࢼಅ員のとるǂき行動

を明確にし、地区˰ൟ及びᐯɼ防災˟と連ઃして、地区におƚる防災෇動にӕǓኵ

むǑƏにѐめるもとする。 

ֈ 災害଺には、行૎、地区˰ൟ及びᐯɼ防災˟と連ઃして、ऴإのӓ集ȷˡᢋ、૔

Јȷ૔ᜱ、ෞ້、避難ᛔݰ及び࠙׉ܡ難者対策等をᆢಊႎに行ƏǑƏにѐめるもの

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 計画策定のひとコマ

奈良地区災害対策本部の立ち
上げ訓練です。本番さながら
の緊張感です。

老若男女、みんなで応急処置の訓練です。

中学生を中心に、救援物資受
け入れ、配給の訓練です。
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ᇹᲭᇘ ډᑣ地区のಒ要 

 

Ძ ᐯ໱ႎவˑ 

ཎࣉ 

ډ、ᑣډᑣ、ɦډᑣ、ɶډක地؏のɶ᧓にˮ置し、上ڸ市ᘑ地と࣎ᑣ地区は、ɶډ

ᑣૼဋ、ׄ方ݢのᲯつの地؏かǒなǓ、地区の҅をૼډᑣ߷、Ҥをさすなǂ੎水ែが

්れ、さǒに地区内をٶƘの用水ែが්れている。Ǆǅײ࠯な地࢟は、žډᑣſの地名

のဌஹといǘれる。ž࠯ſの๮ॖ܌ԛのƻとつžȊȩすſのڦƘư、ᠾ地が࠼がǓ、水

にऔǇれたᏄ඄な大地とᝅかなᐯ໱࿢ؾをஊしている。 

 

２ ᅈ˟ႎவˑ 

⑴ ʴӝ 

の２ᲨᲳᲭᲟࠋᑣ地区は２ᲮᲰᲫɭ࠘、ʴӝはᲯᲦᲱᲳᲳʴをஊし市内ʴӝЎډ  

をҩめている。࠰ᱫನ঺をᙸるとݲ࠰ʴӝ（15ബச฼）はᲰᲱ２ （ɹᲫᲫᲨᲯᲳᲟ）、

ဃင࠰ᱫʴӝ（15ബˌ上 65ബச฼）はᲭᲦ２ᲯᲪʴ（ᲯᲰᲨᲪᲮᲟ）、ᎊᱫʴӝ

（65ബˌ上）はᲫᲦᲲᲱᲱʴ（Ჭ２ᲨᲭᲱᲟ）ưƋる。 

ᱫʴӝ࠰ᑣ地区は市μ˳とൔǂ、ᎊᱫʴӝのл合がᲮᲨᲮᲮᲟ᭗Ƙ、ᡞにဃငډ  

のл合がᲮᲨ２ᲯᲟ˯い（表、࠯঺ ࠰30 4உ 1ଐ（׎ٳʴႇ᥵含む））。Ǉた、

঺࠯ ঺࠯）Э࠰Ѭᛦ௹ưは、5׎の࠰27 ᑣ地区のʴӝはᲰᲨډ、とൔǂ（࠰22

２Ჟถݲした一方ư、ᲰᲯബˌ上のҥ៲者ɭ࠘がᲮᲲᲨᲯᲟもفƑている。 

 

 ⑵� ʩ通 

   地区内にはҤ҅の࠴ዴᢊែưƋる׎ᢊ 407ӭዴ、そのிͨኖ 300᳧にɳ行し

てჄᢊٽဋȷ༇᜿ዴがƋǓ、ែዴȐスのኺែとなƬている。Ǉた、ྚʟ地区かǒ

ዴᢊែとな࠴ᑣ地区を通Ƭてɶவ地区をጟƙჄᢊᓹԧဋȷૼؗዴがிᙱ方Ӽのډ

ƬておǓ、ƜのᲭែዴが地区内の基࠴ᢊែとなƬている。さǒに、かつてはᅶᤧ
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のி部ᤧᢊ（ఇ）のžிന༇᜿ዴ（通ᆅᲴڸකዴ）ſがҤ҅方ӼをឥƬていたがଯ

ԧᲯᲲ࠰にࡑዴとなǓ、ዴែួ地の一部がྵנᢊែとして̓用᧏ڼされている。 

 

 և ငಅ 

、とᝅ݈な水᝻เをМ用した、቟ᰳをɼ˳とするᠾಅがႮǜưٓםưᏄ඄なײ࠯   

ཎに቟˺をɼとしてᰳとのʚൗ˺を行Ƭている。̩ Эはᠾܼのиಅとしてཎに᫱

ᖛがႮǜưƋƬたが、ྵנưは᫱ᖛを行Ƭているᠾܼはいない。Ǉた、൶ৎ଺ˊ

ˌஹのきれいなิき水をМ用したᣒᡯಅも、žډᑣఞſをϛとしたおᣒをဃငす

るǄどưƋƬたが、Ɯƪǒのᣒᔺもଏに໯ƘなƬている。そのため地区内のɼ要

ငಅとしてはᠾಅがɶ࣎となƬている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 計画策定のひとコマ

防災マップ作りの説明会。
その目的や作業手順を共有しました。

皆で歩いて現地を確認。
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ᇹᲮᇘ ډᑣ地区の被害想定 

Ძ 地ᩗ 

ؖྚჄ地ᩗ被害想定ᛦ௹（࠯঺ 24᳸25 、ưஇ大の被害がʖ想されるのが（ࡇ࠰

᧙ி࠯᣼҅ᙱጂૺ࠘ޖ地ᩗ（Ȟǰȋȁȥード 8.1）ưƋる。Ɯの地ᩗのʖยᩗࡇЎࠋ

図を参照するとډᑣ地区内ưは、࠼いር׊ưᩗࡇ 。となる（ࢍᲰࡇ一部地؏ưᩗ）ࢊ6

঺࠯ ࠰23 3உ 11ଐに発ဃしたிଐ本大ᩗ災（市内இ大ᩗࡇᲯࢍ）ưは、地区内の

地ᩗが発ဃした࠘ޖ᣼҅ᙱጂૺ࠯ཋにᲫ２౐の一部੷ْが発ဃしたƜとかǒ、᧙ி࡫

場合、࡫ཋの੷ْやᢊែ、電ൢ、水ᢊなどのインȕȩにႻ࢘な被害がЈるƜとがʖย

される。Ǉた、地区内にはӞいஙᡯܼދもƋるƜとかǒႻ࢘数のʴႎ被害がʖยされ

る。 

 

 

                                     

 

 

                                        

 

    ʖยᩗࡇЎࠋ図 

２ ᫘水害 

 ᒰ߷が大ᩋにǑƬてف水し、ء防がൿْした場合、地区内μ؏ưਖ਼定されるේ水ข

は 0.5᳧ச฼となƬている。 

 Мఌ߷が大ᩋにǑƬてف水し、ء防がൿْした場合、地区内ưのਖ਼定されるේ水ข

ưは 0᳧かǒ 2᳧ச฼となƬている。 

防がൿْした場合、一部の地ء、水しفȷᅦ߷ȷჽဋ߷ȷᖦ߷が大ᩋにǑƬて߷ޛݱ

؏ưのਖ਼定されるේ水ขは 0.5᳧ச฼となƬている。 

              

 Ǉた、࠯঺２Ჯ࠰ᲳஉᲫᲰଐச明に、ׄ方ݢかǒ፭ᬔჄٽဋ市᭗௎ᙱထにかƚて発

ဃしたᇕࠇ（ᕲဋスǱール FᲫ）ưは、地区内の࡫ཋᲳ౐に一部੷ْが発ဃした。 

地ྶภଡ଼҄にǑǓ、ʻࢸ数җ࠰かǒ数ႊࢸ࠰には、ྵנǑǓもီ常ൢᝋがفƑるとᎋ

Ƒǒれている。Ɯれǒီ常ൢᝋにǑる大ᩋ、Ө᫘、ᇕࠇなどが発ဃした場合には、࡫

ཋの੷ْや、ᢊែ、電ൢ、水ᢊなどのインȕȩやʴႎ被害がႻ࢘数ʖยされる。 
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ᇹᲫᇘ 災害にࢍい地区（Ǉƪ）ƮƘǓ 

 

Ძ 基本方ᤆ 

 ᩗ災଺の້災にǑる࡫ཋࡨ໲などの被害をஇݱᨂにとどめるため、ᐯɼ防災˟の෇

動及びډᑣ地区のཎࣱに応ơた災害対策を̟ᡶする。Ǉた、ᐯɼ防災˟のசኽ঺ᐯ඙

˟に対しては、ኽ঺にӼƚての支援˳СをૢƑ、ဃԡとᝠငをܣるため災害にࢍい地

区（Ǉƪ）ƮƘǓをਖ਼ᡶする。 

 

２ ༇᜿市災害対策本部とډᑣ地区災害対策本部及びᐯɼ防災˟のɼなࢫл 

Ჭ ډᑣ地区災害対策本部及びᐯɼ防災˟のዻ঺とӲྰのࢫл 

 ᑣ地区災害対策本部ډ ⑴

大ᙹ೉災害が発ဃしたとき、一定の基準に基Ʈき設置され災害෇動を行Ə。 

 Ǣ 市災害対策本部とӲᐯɼ防災˟との᧓にᇌƪ、ऴإのとǓǇとめȷˡᢋ෇動を

行Ə。 

 イ Ӳᐯɼ防災˟や避難所᧓の連絡ȷᛦૢをするとともに、被害の大きいとƜǖに

集ɶႎな対応を行Əなど、Ӳᐯɼ防災˟のኵጢをឬƑた災害対応を行Ə。 
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⑵� ᐯɼ防災˟ 

 Ǣ ᐯɼ防災˟は、ᙹ೉や෇動のཞඞ等に応ơてዻ঺するƜとが大ЏưƋǓ、円滑

な防災෇動が行ƑるǑƏ、それƧれ地؏のཎࣱをဃかしたኵጢƮƘǓにѐめるも

のとする。  

イ 災害଺にᐯɼ防災˟の対策本部を設置したときは、速やかにډᑣ地区災害対策

本部ǁإԓする。 

 

 

 

                ਦ ੱ 

 

 

 

 

 

  

ᐯɼ防災˟長 
ᑣ地区災害対策本部との連絡ᛦૢや防災᚞ጀ等の計画ȷ実ډ

施、ኵጢ内のऴإˡᢋのૢ備 

ᐯɼ防災и˟長 ᐯɼ防災˟長のᙀ˱ 

 

Ƃ     

Ӳྰ 
෇動内ܾ 

 常଺ 災害଺࠯

ऴྰإ 防災知ᜤの፼ࢽ 

ऴإӓ集、ˡᢋ᚞ጀ 

ᜒ፼˟等の᧏͵等 

災害ऴإのӓ集、ˡᢋ 

地؏の被害ऴإの৭੮ 

防災機᧙とのዬ急連絡等 

ෞ້ྰ 

 

ෞ້用機஬の管理 

И஖ෞ້᚞ጀ等 

Ј້防ഥ、И஖ෞ້෇動 

ෞ防機᧙との協щ等 

૔Ј૔ᜱྰ 応急৖࢘の知ᜤ፼ࢽ 

૔Ј૔ᜱ᚞ጀ等 

᝟ͻ者等の૔Ј෇動 

応急৖࢘等の૔急ਜ਼置等 

避難ᛔྰݰ 避難ኺែの確認 

үᨖ̾所の確認 

避難ᛔݰ᚞ጀ等 

避難場所等の安μ確認 

үᨖ̾所の表ᅆ 

避難ᛔݰ等 

ዅ食ዅ水ྰ 食料、飲料水等の備ᔛԠੑƚ 

໑Јし、ዅ水᚞ጀ等 

໑Јし等のዅ食෇動 

食料、応急ཋ᝻の配ᢋ等 

避難所ᢃփྰ 避難場所のྵཞ৭੮ 

˟員の৭੮ 

避難所のᐯɼႎなᢃփ 

避難者等の৭੮、إԓ 

 

災
害
対
策
本
部 

 ډ

ᑣ 

地 

区 

ᐯ
ɼ
防
災
и
˟
長 

ᐯ
ɼ
防
災
˟
長 ऴإӓ集ȷˡᢋ 

ྰ 長 ŹŹྰ 

ྰ 長 

ྰ 長 

ŹŹྰ 

ŹŹྰ 
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Ხ Ј້᧸ഥ及びИ஖ෞ້対策 

⑴� Ј້᧸ഥ 

  大地震等が発生した場合は、Ӳ৑でӷ଺ٶ発ႎなЈ້がᎋƑられ、ᢊែ、建物の

੷ْによるᨦ害物なƲが᣻なると、ෞ᧸щは大きく᧹害される。Ǉた、ࢍ風、ٸ᧓

といったफவˑがьǘるとɟ້ޖ災のਘ大がভࣞされる。Ј້᧸ഥのࡁ࣋を׋るた

め、ӲܼࡊにƓいƯ、ɼとしƯ次のʙ᪮に᣻ໜႎにӕりኵǉ。 

 Ǣ ້ൢ̅ဇ設ͳ（ዅื֥、ӂ৐設ͳ等）のໜ౨ૢͳ及びそのԗᡀのૢྸૢ᪶ 

 Ǥ үᨖ物（ჽ඗、ǬǽȪȳ等）の̬ሥཞඞのໜ౨ૢͳ 

 Ǧ ෞ້֥等のໜ౨ૢͳ 

 Ǩ その他 

⑵ И஖ෞ້対策 

  大地震発生଺には、້災のӷ଺ٶ発、ෞ᧸៻のᡫᘍɧᏡ、ෞ້ఀの̅ဇɧᏡ等に

より、ෞ᧸ೞ᧙の活動はᡫࠝの້災の場合よりǋ大ࠢにСᨂされる。 

  ˰民がᐯܡǍᡈᨩで発生した້災に対しƯෞ້活動をܱោし、້ 災のਘ大を᧸ƙ

Ɯとが᣻要でƋる。そのためӲܼࡊのෞ້֥Ǎ水ȐǱȄȪȬȸなƲܤμをᄩ̬しƭ

ƭ、И஖ෞ້活動をᡆᡮƔƭјྙ・јௐႎにᘍう。 

 

Ჯ 災害଺にදॖする場৑の৭੮ 

 災害ʖ᧸に᝻するため、「Ө風のときේ水しǍすい」、「Ӟいஙᡯ建物がٶく、大地震

の଺、ْ͂Ǎ້災が発生しǍすい恐れのƋる」場৑なƲの৭੮をᘍう。Ǉた、それら

を記᠍した᧸災Ȟȃȗ（ͤ）を˺঺し地区ϋでऴإ共ஊする。 

⑴� ৭੮ʙ᪮ 

 Ǣ ᩓ௵（Ȉȩȳǹஊ）、災害଺にදॖする場৑、ϋ水൩຦なƲ 

 Ǥ ᧸災施設等のཞඞ 

 Ǧ ᢅӊの災害ޗഭ 

⑵ ৭੮૾ඥ 

 Ǣ ᧸災Ȟȃȗᛦ௹（࠯঺  （ᲰஉᲬᲮଐƔらᲲஉ１ᲲଐǇでの᧓にܱ施࠰30

 Ǥ 熊谷市᧸災ȏǶȸȉȞȃȗ 
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ᇹ２ᇘ 災害に対する備Ƒ 

 

Ძ 基本方ᤆ 

 ଐ᪭かǒ災害に対するҗЎな備Ƒを行い、発災Ⴚࢸの迅速かつјௐႎな対応を図る

Ɯとư被害を᠉ถする。 

 

２ 防災知ᜤの୍及ȷգ発 

⑴ ୍及ȷգ発ʙ᪮ 

 Ǣ 防災ኵጢ及び地区防災計画に᧙するƜと。 

 イ 地ᩗ、᫘水害についての知ᜤに᧙するƜと。 

 Ǧ Ӳܼࡊにおƚる防災上のသॖʙ᪮に᧙するƜと。 

 Ǩ 地ᩗ発災ࢸᲱ２଺᧓におƚる෇動の᣻要ࣱに᧙するƜと。 

 Ǫ 食料等をஇ˯ᲭଐЎˌ上（ưきれƹᲱଐЎ）確̬するƜとの᣻要ࣱに᧙するƜ

と。 

 ǫ ˰ܡの安μ対策に᧙するƜと（᎑ᩗ҄、ܼ具の׍定等） 

 ǭ Ȗȭȃǯتの安μ対策に᧙するƜと。 

 ǯ その他防災に᧙するƜと。 

⑵ ୍及ȷգ発方法 

 Ǣ ȁȩǷ、إ࠼ኡの配ࠋ 

 イ ᜒ๫˟、ࡈᛩ˟等の᧏͵ 

 Ǧ ȑȍル等のޒᅆ 

 Ǩ 地区防災Ȟȃȗưのऴإσஊ 

 Ǫ その他 

և 実施଺஖ 

  防災᚞ጀや他の͵しཋに́Ƥるなどして᨟଺実施する。 

 

Ჭ 災害に備ƑたӲܼࡊưのӕǓኵǈ 

 ܼଈμ員ư、地ᩗ災害等を想定して、঻がܼの安μ対策や避難の方法ȷዬ急連絡৖

െ等のӕǓൿめなどのᛅし合いを行Ə。Ǉた、非常ਤЈし品等の防災用具のໜ検、ᙀ

Ϊを᨟଺実施する。 
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Ხ 防災᚞ጀの実施 

 大地ᩗ等の災害発ဃに備Ƒて、ऴإのӓ集ȷˡᢋ、И஖ෞ້、૔Јȷ૔ᜱ、避難ᛔ

 。及び避難行動要支援者ǁの支援等が迅速に行ƑるǑƏ、防災᚞ጀを実施するݰ

⑴ ᐯɼ防災˟がҥ཯ư行Əɼな防災᚞ጀ（̊） 

 Ǣ 避難᚞ጀ 

 イ И஖ෞ້᚞ጀ 

 Ǧ ໑Јし᚞ጀ 

 Ǩ ऴإӓ集ȷˡᢋ᚞ጀ 

 Ǫ 図上᚞ጀ（DIG、HUG、ȭールȗȬイ） 

 ǫ ᜒ๫˟ 

 ǭ 災害଺安否確認᚞ጀ 

 ǯ その他必要な᚞ጀ 

 ᑣ地区災害対策本部（᚞ጀ）Ǉたはᐯɼ防災˟等が合ӷư行Əዮ合防災᚞ጀډ ⑵

（̊） 

 Ǣ 避難᚞ጀ 

 イ И஖ෞ້᚞ጀ 

 Ǧ 応急૔ᜱ᚞ጀ 

 Ǩ Ꮯᭌןᡐȷ࣎Ꮝᕽဃ᚞ጀ 

 Ǫ ቇତਃ௚˺঺ȷ੿送᚞ጀ 

ǫ ໑Јし᚞ጀ 

 ǭ 避難所᧏設ȷᢃփ᚞ጀ（࡫ཋ安μ確認、Ӗ˄、部ދлǓ、避難所ルール等） 

 ǯ ૔援ཋ᝻Ӗλȷ配ዅ᚞ጀ 

 Ǳ 防災᝻機஬̅用᚞ጀ（ˎ設トイȬኵᇌ等） 

 ǳ ऴإӓ集ȷˡᢋ᚞ጀ（ǢȞȁȥǢ໯ዴの෇用含む） 

ǵ םのƏ˺঺ȷᆢǈ上ƛ᚞ጀ

 Ƿ CERT（਼ኧȷ市ൟトȪǢーǸȷ૔Јȷ੿送）᚞ጀ 

 ス 図上᚞ጀ（DIG、HUG、ȭールȗȬイ） 

 ǻ 災害଺安否確認᚞ጀ 

 ǽ その他必要な᚞ጀ 

և ᚞ጀ実施計画書 

  ᚞ጀの実施にᨥしては、そのႸႎ、᧏͵要᪸等を明ǒかにした᚞ጀ実施計画書を˺

঺する。 

ֈ ᚞ጀの଺஖及びׅ数 

  必要に応ơて᨟଺行Əものとする。 
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Ჯ 防災᝻機஬等の備ᔛȷໜ検及び管理 

 ᐯɼ防災˟の防災᝻機஬等の備ᔛȷໜ検及び管理に᧙しては、市のᙀя᣿等を෇用

しഏのとおǓ行Ə。 

⑴ 防災᝻機஬等の備ᔛȷໜ検 

  ૔я߻具ȷИ஖ෞ້用具やऴإӓ集ȷˡᢋ用具などを備ᔛする。 

  ទλにƋたƬては、Ӳᐯɼ防災˟の用具が͞ǒないǑƏᛦૢを図る。Ǉた、防災

᚞ጀや͵しཋなどの機˟を通ơてໜ検を行Ə。 

⑵ 防災᝻機஬Ȫストの管理 

Ӳᐯɼ防災˟は、備Ƒている᝻機஬のȪストを˺঺し管理する。Ǉた、ƜのȪス

トをσஊするƜとにǑǓ、災害対応଺にɧឱがဃơた᝻機஬をᐯɼ防災˟᧓ưᗡ通

するなど、Ⴛʝ協щがưきるǑƏにする。 

Ჰ 避難行動要支援者の৭੮、避難支援˳С 

 ᐯɼ防災˟及びᐯ඙˟は、大地ᩗ等の災害発ဃ଺に避難行動要支援者などǁの支援

෇動を行Əために、ଐ᪭かǒ地区のǳȟȥȋȆǣの࢟঺やᅈ˟ᅦᅍ෇動にӕǓኵǈ、

災害଺に備Ƒる。 

⑴ ̾別計画書の˺঺ 

  市がӕǓኵǜưいる̾別計画書の˺঺に協щするものとする。 

⑵ 避難ᛔݰ、૔Јȷ૔ᜱ方法等の検討 

  避難行動要支援者に対する支援について検討し、᚞ጀ等にӒପするǑƏѐめるも

のとする。 
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第１章 奈良地区の災害対策活動 

１ 奈良地区災害対策本部の設置及び解散 

 下記の場合には、熊谷市立奈良小学校又は奈良公民館に奈良地区災害対策本部（以

下「本部」という。）を設置する。ただし、建物の被災等により設置できない場合は、

その他の公共施設に本部長の判断により移設する。 

 本部を設置した場合には、熊谷市災害対策本部（以下「市災対本部」という。）にそ

の旨を連絡する。 

【設置基準】 

⑴� 熊谷市で震度 6弱以上の地震が観測されたとき。 

⑵ 風水害等により、地区に甚大な被害が想定されるとき。 

և 奈良地区災害対策本部長（以下「本部長」という。）が必要と認めるとき。 

 

次の場合には市災対本部と協議の上、本部を解散する。 

【解散基準】 

⑴ 地震、風水害等による災害発生の恐れがなくなったとき。 

⑵ 発生した災害・応急対策が概ね終了したと認められるとき。 

և 本部長が解散すべきと判断したとき。 

 

〈 〉
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２ 本部員の参集 

 災害応急対策を迅速かつ円滑に実施するため、設置基準を確知した本部員は速やか

に参集する。ただし、地区に甚大な被害が想定される場合及び本部長が必要と認める

ときは、本部長が市災対本部と協議の上、本部員等を動員する。なお、連絡方法とし

てはメールの一斉送信などを検討する。なお、名簿については、別途管理する。 

 

 

〈 〉              内は本部員 

    

 

 

本部準備備品 

 

□机必要数（借用可）□椅子必要数（借用可）□非常用通信機器 

□非常用発電機 □非常用照明器具 □ホワイトボード（借用可） 

□文房具一式  □管内図     □地区防災計画書 

□避難所配置図 □安否確認表   □避難行動要支援者名簿 

□食料及飲料水 □防災ベスト   □拡声器（メガホン含む） 

□CERT用品  □その他必要なもの 
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Ჭ 災害଺ȷ࠯常଺（᚞ጀ）の෇動内ܾ 

 ɼな෇動はഏのとおǓとする。 

本部及びӲྰ 
෇動内ܾ 

災害଺ ࠯常଺（᚞ጀ） 

本部 
地区のऴإ৭੮/෇動方ᤆൿ定

/避難場所との連ઃ 

防災෇動（防災᚞ጀ等）の方ᤆƮ

ƘǓ 

ዮѦྰ 
本部Ӳྰとの連絡ᛦૢ ࠰᧓෇動計画のਖ਼ᡶ/防災ʟৎの

৭੮ 

ऴྰإ 
地区のऴإ集ኖ発信/避難場所

とのऴإˡᢋ/市のऴإのˡᢋ 

防災知ᜤの୍及գ発ȷإ࠼ 

૔ᜱྰ 
被災者、᝟ͻ者、災害଺要支援

者の૔援૔ᜱ 

災害଺要支援者の৭੮と支援˳С

ƮƘǓ 

ෞ້ྰ 
И஖ෞ້෇動/防ཛもψƶた安

μȑトȭール 

器具のૢ備ȷໜ検/ෞ້᚞ጀ等の実

施 

避難ᛔྰݰ 
地区内の૔я、避難ᛔݰ෇動 避難ኺែのໜ検/үᨖ̾所等のໜ

検৭੮/˰ൟཞඞ৭੮ 

ཋ᝻ྰ 
૔援ཋ᝻のӖƚλれ、配ࠋ ૔援ཋ᝻のӖƚλれ等᚞ጀ/防災

備品のૢ備ȷໜ検 

食料ྰ 
໑きЈし/食料ᛦᢋ 器具のૢ備ȷໜ検/໑きЈし等᚞ጀ

の実施 

࿢ྰؾ 
トイȬ、Ǵȟのᘓဃ管理 

 

ˎ設トイȬኵᇌ等᚞ጀの実施 

 

 

ʙѦޅ 
ዮਙ 

ዬ急対応ȁーȠのዻ঺等 

 Ѧμᑍࡌ
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Ხ ऴإのӓ集ȷˡᢋ 

 被害ཞඞȷ安否ऴإ等をദ確かつ迅速に৭੮し、ᢘЏな防災ȷ応急ਜ਼置を行Əため、

ऴإのӓ集ȷˡᢋをഏのとおǓ行Ə。 

⑴ ӓ集の方法 

  ȆȬȓ、ȩǸǪ、防災行૎໯ዴ、メール配信ǵーȓスžメルƘǇſ、ǢȞȁȥǢ໯

ዴ、インǿーȍȃト、߹ׅ等ư行Ə。 

⑵ ˡᢋの方法 

メール、Ӳᆔ電ᛅ、FAX、ǢȞȁȥǢ໯ዴ、ˡˋ等にǑǓˡᢋを行Ə。ˡᢋにƋ

たƬては、ቇ๹明ღがᏁ࣎ưƋǓ、žいつ、どƜư、だれが、なにを、どのǑƏにſ

の要᪸ưऴإˡᢋを行Ə。大地ᩗ発ဃႺࢸの対応として、ܼଈが໯ʙな場合は、᰾

ᑥǿǪル（その他ᑥǿǪルも可）をᢊែかǒᙸƑる྘᧙έやᧉ৕等にਫ਼ƛてもǒい、

連絡ዡにǑǓऴإˡᢋを行Ə˳Сをನሰする（࠯঺ᲭᲪ࠰Ჲஉに実施した災害଺安

否確認᚞ጀưは、そのஊјࣱが実ᚰされた。）。 

 

Ƃ       （̊）

 

 

ȷȆȬȓ、インǿーȍȃト、ઃ࠘ȩǸǪ、ઃ࠘電ᛅ等にǑるٳ部ऴإのӓ集 

  ȷメール配信ǵーȓスžメルƘǇſ、防災行૎໯ዴ等にǑるऴإのӓ集

ȷ້災、᝟ͻ者、࡫ཋのْ͂、ʩ通ᨦ害等について 

  ȷ場所（ႸҮ）、ཞඞ（˴がどのǑƏなᙹ೉ư発ဃしているかなど） 

 ȷ߹ׅにǑǓ安否確認を行Ə（ཎに避難行動要支援者に配ॾする）

ȷȆȬȓ、インǿーȍȃト、ઃ࠘ȩǸǪ、ઃ࠘電ᛅ等にǑるٳ部ऴإのӓ集

  ȷメール配信ǵーȓスžメルƘǇſ、防災行૎໯ዴ等にǑるऴإのӓ集

ȷ້災、᝟ͻ者、࡫ཋのْ͂、ʩ通ᨦ害等について

  ȷ場所（ႸҮ）、ཞඞ（˴がどのǑƏなᙹ೉ư発ဃしているかなど）

ȷ߹ׅにǑǓ安否確認を行Ə（ཎに避難行動要支援者に配ॾする）
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・災害ཞඞによる応ੲの要ᛪ（場৑、ཞඞ等） 

  ・˰民ƔらのऴإǍ཯ᐯにӓᨼしたऴإのૢྸと連絡 

 

・被害甚大地区ǁのኵጢႎなૅੲ˳СをૢƑる 

（被害ཞඞǍ災害応急対策のܱ施ཞඞ等） 

 ・必要なऴإをᢘЏな૾ඥで੩̓（᪦٣、૨܌、৖ᛅ等） 

 ・必要なȋȸǺを৭੮する 

（被害ཞඞǍ災害応急対策のܱ施ཞඞ等） 

・ᢤᩊѰԓ等のዬ急ʙ᪮ 

・Ј້᧸ഥ、И஖ෞ້、૔Ј・૔ᜱなƲǁの協щ・応ੲのԠびƔƚ 

・被害ཞඞ、ᢊែ・ȩǤȕȩǤȳのཞඞ、第ɟᢤᩊ৑Ǎ૔ᜱ৑の᧏設ཞඞ、Ӳೞ᧙の対

応ཞඞ、᫢૰・᫩૰水ǄƔ生活必ᩔԼに᧙するཞඞ、ȇȞの৙ƪෞし、࣎ܤऴإ（ਫ਼

ᅆெ、ȡǬțȳ等活ဇ） 

・災害ཞඞによる応ੲの要ᛪ（場৑、ཞඞ等）

  ・˰民ƔらのऴإǍ཯ᐯにӓᨼしたऴإのૢྸと連絡

・被害甚大地区ǁのኵጢႎなૅੲ˳СをૢƑる

（被害ཞඞǍ災害応急対策のܱ施ཞඞ等）

・必要なऴإをᢘЏな૾ඥで੩̓（᪦٣、૨܌、৖ᛅ等）

・必要なȋȸǺを৭੮する

（被害ཞඞǍ災害応急対策のܱ施ཞඞ等）

・ᢤᩊѰԓ等のዬ急ʙ᪮

・Ј້᧸ഥ、И஖ෞ້、૔Ј・૔ᜱなƲǁの協щ・応ੲのԠびƔƚ

・被害ཞඞ、ᢊែ・ȩǤȕȩǤȳのཞඞ、第ɟᢤᩊ৑Ǎ૔ᜱ৑の᧏設ཞඞ、Ӳೞ᧙の対

応ཞඞ、᫢૰・᫩૰水ǄƔ生活必ᩔԼに᧙するཞඞ、ȇȞの৙ƪෞし、࣎ܤऴإ（ਫ਼

ᅆெ、ȡǬțȳ等活ဇ）
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ᇹ２ᇘ 応急対策෇動 

Ძ 基本方ᤆ 

⑴ 災害発ဃ଺の対応 

地ᩗȷ᫘水害の発災Ⴚࢸは、ʴԡの૔Јȷ૔ᜱ෇動をஇΟέとする。Ǉた、本部

は市がᨦ害ཋ（がれき）の集ᆢ場所を設置したときは、地区˰ൟ等ǁのԗ知ࡁ࣋を

図る。 

Ǣ 地区˰ൟ及びʙಅ者は、ʩ通ʙ૏にදॖしながǒᐯܡԗᡀᢊែのがれきગӊを

行Ə。 

イ 本部は、連絡ዡ等にǑǓ集ᆢ場所をӲৎǁˡᢋする。 

Ǧ 避難行動要支援者などᐯ៲にǑるがれきગӊが׉難な者ǁは地区˰ൟの協 

щのもと支援෇動にӕǓኵむƜととする。 

Ǩ その他、市地؏防災計画ᨦ害ཋᨊӊ計画に基Ʈき行Ə。 

⑵��ᇕࠇ（ᆳ᫘）発ဃ଺の対応 

঺࠯ 2Ჯ࠰ᲳஉᲫᲰଐச明に市内を通ᢅする２本のᇕࠇが発ဃし、᝟ͻ者や࡫ཋ

のμْ、Ҟْ、一部੷ْ、ᠾಅ施設等にٶƘの被害が発ဃしたƜとかǒ、јௐႎな

応急対策を行ƏƜととする。 

և� ᩌ害発ဃ଺の対応 

、ཋ等の੷ْȷᠾಅ施設に被害をӖƚたƜとかǒ別途࡫２உの大ᩌư࠰঺２Ჰ࠯  

基本方ᤆ等を定め応急対策にӕǓኵむ。 

ֈ ȖルーǷート、םのƏᘥの配ࠋ 

  本部は、市と協議の上、被害をӖƚた者ǁȖルーǷート、םのƏᘥの配ࠋを行Ə

 

２ И஖ෞ້෇動 

 ᩗ災ࢸ、И஖െ᨞においては、地区˰ൟ及びᐯɼ防災˟等は、ᐯ発ႎにИ஖ෞ້෇

動を行Əとともに、ෞ防機᧙に協щする。なお、້災にᨥしてはИ஖ෞ້がཎに᣻要

になるため、ᐯɼ防災˟等はӲܼࡊに対して、້のΨのڼ஛などЈ້防ഥのためのਜ਼

置をᜒơるǑƏにԠびかƚるとともに、້災が発ဃした場合は、ෞ້器、水ȐǱȄ等

を෇用し、ᨩᡈ所がႻʝに協щしてИ஖ෞ້෇動にѐめる。 
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Ჭ ૔Јȷ૔ᜱȷ੿送 

⑴ ૔Јȷ૔ᜱ෇動 

ཋのْ͂、ᓳɦཋ等にǑǓ૔Јȷ૔ᜱ෇動を必要とする者がဃơたときは、Ძ࡫  

ᲫᲳဪ通إするとともに、Ⴚƪに૔Јȷ૔ᜱ෇動を行Ə。Ɯの場合、ྵ場˄ᡈの者

は、૔Јȷ૔ᜱ෇動にᆢಊႎに協щする。  

⑵ ૔Јȷ૔ᜱ෇動等のҾЩ 

 Ǣ ʚഏ災害にදॖするとともに、ȪーȀーのਦᅆのもと安μᇹ一に行Ə。 

 イ ៲のүᨖをज़ơたときはႺƪに˺ಅをɶૺᒉしƘはɶഥする。 

 Ǧ ૔Јȷ૔ᜱ෇動は、૔ԡϼ置（トȪǢーǸហᑥ）を必要とする者をΟέして行

Ə。 

 Ǩ ૔Јȷ૔ᜱのʙ७が້災ྵ場˄ᡈとそれˌٳの場所にƋƬた場合は、້災ྵ場

˄ᡈの૔Јȷ૔ᜱをΟέして実施する。 

 

（ɧ通の場合は他の連絡৖െ（ᐯ᠃៻ȷࢻഩ等）にǑる） 

ȷෞ້器ȷ水ȐǱȄ等にǑるෞ້ 

ȷȪーȀーのਦᅆにǑる෇動 

ȷٶƘのෞ້器にǑる෇動 

ȷȐǱȄȪȬー等にǑる෇動 

ȷ場所、ཞඞ等 

ȷऴإをǇとめて、市災対本部ǁ連絡する 

ȷ必要に応ơて、他のᐯɼ防災˟ǁ応援を̔᫂ 

（ɧ通の場合は他の連絡৖െ（ᐯ᠃៻ȷࢻഩ等）にǑる）

ȷෞ້器ȷ水ȐǱȄ等にǑるෞ້

ȷȪーȀーのਦᅆにǑる෇動

ȷٶƘのෞ້器にǑる෇動

ȷȐǱȄȪȬー等にǑる෇動

ȷ場所、ཞඞ等

ȷऴإをǇとめて、市災対本部ǁ連絡する

ȷ必要に応ơて、他のᐯɼ防災˟ǁ応援を̔᫂
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և ૔ᜱ所（ډᑣఄܖݱ）が᧏設されたときの対応 

  ᐯɼ防災˟૔ᜱྰは、᝟ͻ者の応急৖࢘を行い、ȪȤǫーやȖルーǷート、ൗࠋ

などにǑる応急ਃ௚、椅子等を෇用して૔ᜱ所（ډᑣఄܖݱ）に੿送する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ɧ通の場合は他の連絡৖െ（ᐯ᠃៻ȷࢻഩ等）にǑる） 

ȷ஌ᘺ等は、長ᘨ、長Ǻボン、Șルメȃト、៾৖、ǿǪル、দɶ電໊等 

ȷ৖ᡈの᝻機஬にǑるʴщ˺ಅ（Ȑール、ᚌ஬、Ǹȣȃǭ、のƜƗǓ等） 

ȷ᝟ͻ者の৖࢘、੿送 

ȷ応急ϼ置（࣎ᐥȞȃǵーǸとAED、ഥᘉ、ᭌ৵部ˮの׍定など） 

ȷȪーȀーのਦᅆにǑる෇動 

ȷ必要なʴ員の確̬ 

 ȷ᝻機஬の̅用 

 ȷCERTྰのዻ঺ 

 ȷᨦ害ཋ（がれき）のગӊ 

ȷ場所、ཞඞ等 

（ɧ通の場合は他の連絡৖െ（ᐯ᠃៻ȷࢻഩ等）にǑる）

ȷ஌ᘺ等は、長ᘨ、長Ǻボン、Șルメȃト、៾৖、ǿǪル、দɶ電໊等

ȷ৖ᡈの᝻機஬にǑるʴщ˺ಅ（Ȑール、ᚌ஬、Ǹȣȃǭ、のƜƗǓ等）

ȷ᝟ͻ者の৖࢘、੿送

ȷ応急ϼ置（࣎ᐥȞȃǵーǸとAED、ഥᘉ、ᭌ৵部ˮの׍定など）

ȷ場所、ཞඞ等

ȷȪーȀーのਦᅆにǑる෇動

ȷ必要なʴ員の確̬

ȷ᝻機஬の̅用

ȷCERTྰのዻ঺

ȷᨦ害ཋ（がれき）のગӊ
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Ხ 避難ᛔݰ 

 災害の発ဃ、Ӎは発ဃのऀれがƋるなど、避難の必要がƋると認めるときは、ഏに

ǑǓ避難を行Ə。 

⑴ 避難ᛔݰのਦᅆ 

  本部長、ᐯɼ防災˟長は、市かǒ避難ਦᅆ、避難Ѱԓが発ˋされるなど、避難に

᧙するऴإをࢽた場合には、必要に応ơて避難ᛔݰのਦᅆを行Ə。 

⑵ 避難ᛔݰ 

  避難ᛔྰݰは、ᐯɼ防災˟長かǒ避難ᛔݰのਦᅆをӖƚたときは、˰ൟを一଺避

難場所Ӎはᇹ一避難所ǁᛔݰする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ȷ້災の拡大、࡫ཋのْ͂等の被害発ဃのүᨖࣱがƋる場合 

ȷ防災行૎໯ዴ、ȩǸǪやԗ׊のཞඞなどかǒЙૺ

ȷ避難έȷ避難のѰԓǇたはਦᅆの内ܾ等 

ȷᐯ඙˟やᐯɼ防災˟がᢠ定している一଺避難場所のԗ知 

ȷガスΨఀの᧍ᦋ、電ൢȖȬーǫーのᢚૺ 

ȷઃ࠘品は、食料、ᕤ、ଐ用品、ᘘ᫏、ᝮ᣻品等 

ȷ஌ᘺは、長ᘨ、長Ǻボン、Șルメȃト、៾৖、ǿǪル、দɶ電໊等 

ȷٳЈ଺のܼଈには連絡メȢをസす等

ȷ避難行動要支援者のƏƪཎに支援が必要なʴに対してΟέႎに声をかƚ、必要に

応ơて支援する（៻椅子、ȪȤǫー、ਃ௚のМ用） 

ȷ避難ᛔྰݰをɶ࣎に、避難ែを確̬し、数ʴかǒ数җʴҥˮư避難する 

 ȷПბࢸʴ数を確認し、行方ɧ明者がいれƹүᨖのないር׊ư安否の確認 

ȷ້災の拡大、࡫ཋのْ͂等の被害発ဃのүᨖࣱがƋる場合

ȷ防災行૎໯ዴ、ȩǸǪやԗ׊のཞඞなどかǒЙૺ

ȷ避難έȷ避難のѰԓǇたはਦᅆの内ܾ等

ȷᐯ඙˟やᐯɼ防災˟がᢠ定している一଺避難場所のԗ知

ȷガスΨఀの᧍ᦋ、電ൢȖȬーǫーのᢚૺ

ȷઃ࠘品は、食料、ᕤ、ଐ用品、ᘘ᫏、ᝮ᣻品等

ȷ஌ᘺは、長ᘨ、長Ǻボン、Șルメȃト、៾৖、ǿǪル、দɶ電໊等

ȷٳЈ଺のܼଈには連絡メȢをസす等

ȷ避難行動要支援者のƏƪཎに支援が必要なʴに対してΟέႎに声をかƚ、必要に

応ơて支援する（៻椅子、ȪȤǫー、ਃ௚のМ用）

ȷ避難ᛔྰݰをɶ࣎に、避難ែを確̬し、数ʴかǒ数җʴҥˮư避難する

ȷПბࢸʴ数を確認し、行方ɧ明者がいれƹүᨖのないር׊ư安否の確認
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Ჯ ᩌ害対策 

঺࠯  ２உの大ᩌ（இ大ᆢᩌ᣽Ჰ２ɚ）ưは、市内Ӳ地ưʩ通機Ꮱの᰺ၡやǫ࠰26

ーȝートȷᠾಅ施設の੷ْといƬた被害が発ဃした。本部は、Ɯの２ࡇにǘたる大ᩌ

を૙᚞に、јௐႎな応急対策にѐめるものとする。 

⑴ 基本方ᤆ 

  ᨊᩌはҾЩとしてם地所ஊ者等が行ƏものưƋるが、ီ 常なᆢᩌにǑǓם地所ஊ

者の対応が׉難なときは、地区˰ൟの協щをࢽて、必要な支援にѐめるƜととする。 

⑵ ऴإӓ集ȷˡᢋ 

� � 本部はီ常なᆢᩌがʖإされた場合は、市災対本部と協議の上、地区˰ൟ及びʙ

ಅ者に対し、දॖնឪを行Ə。その他、Ჭ応急対策ȷᇹᲫᇘ地区災害対策ȷᲮऴإ

ӓ集ȷˡᢋにǑる方法とする。 

և 地区ưのᨊᩌ対応 

  地区˰ൟ及びʙಅ者は、ᐯܡЭのᢊែのᨊᩌにѐめるとともにԗᡀのݱɶఄܖ通

 。ែのᨊᩌ˺ಅにも協щするܖ

ȷ້災や᫘などのൢᝋཞඞ、࡫ཋのْ͂のཞඞを៊ǇƑ、ᙐ数のルートかǒ避難ኺែを

ᢠ৸ 

ȷ避難者がはƙれないǑƏ、のǅǓଊ、দɶ電໊、避難ᛔొݰ、ȭーȗ、ᜩᇳ等෇用 

ȷ᭗ᱫ者、ᨦ害者などの避難行動要支援者はɶځに配置 

ȷПბࢸʴ数が੤Ƭているか確認し、ɧ明者は৖Ўƚして਼ኧ

 

ȷ້災や᫘などのൢᝋཞඞ、࡫ཋのْ͂のཞඞを៊ǇƑ、ᙐ数のルートかǒ避難ኺែを

ᢠ৸

ȷ避難者がはƙれないǑƏ、のǅǓଊ、দɶ電໊、避難ᛔొݰ、ȭーȗ、ᜩᇳ等෇用

ȷ᭗ᱫ者、ᨦ害者などの避難行動要支援者はɶځに配置

ȷПბࢸʴ数が੤Ƭているか確認し、ɧ明者は৖Ўƚして਼ኧ
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ֈ ᩌ置場の確̬ 

  本部は地区˰ൟǁഏのとおǓԗ知ࡁ࣋を図る。 

 Ǣ 市がᩌ置場を設置したときは、連絡ዡ等にǑǓӲৎǁˡᢋする。 

 イ 水ែȷͨไ等ǁ৲ూしないǑƏԠびかƚる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ȷȆȬȓ、インǿーȍȃト、ઃ࠘ȩǸǪ、ઃ࠘電ᛅ等にǑるٳ部ऴإのӓ集 

  ȷメール配信ǵーȓスžメルƘǇſ、防災行૎໯ዴ等にǑるऴإのӓ集

ȷ˰ܡ設備（ǫーȝート）の੷ْ、ʩ通ᨦ害等について 

  ȷ場所（ႸҮ）、ཞඞ（˴がどのǑƏなᙹ೉ư発ဃしているかなど） 

  ȷ˰ൟかǒのऴإや཯ᐯにӓ集したऴإのૢ理と連絡 

（被害ཞඞやᩌ害対策の実施ཞඞ、市かǒの協щ要ᛪ等） 

（被害ཞඞやᩌ害対策の実施ཞඞ、市かǒの協щ要ᛪ等） 

ȷᐯܡԗᡀᢊែのᨊᩌを行Ə 

ȷᨊᩌはݱȷɶఄܖの通ܖែをΟέႎに行Ə 

ȷᩌ置場のԗ知ࡁ࣋を図る 

ȷᢊែや水ែȷͨไ等に৲ూしないǑƏԠびかƚる 

  ȷ˰ൟかǒのऴإや཯ᐯにӓ集したऴإのૢ理と連絡

（被害ཞඞやᩌ害対策の実施ཞඞ、市かǒの協щ要ᛪ等）

（被害ཞඞやᩌ害対策の実施ཞඞ、市かǒの協щ要ᛪ等）

ȷᐯܡԗᡀᢊែのᨊᩌを行Ə

ȷᨊᩌはݱȷɶఄܖの通ܖែをΟέႎに行Ə

ȷᩌ置場のԗ知ࡁ࣋を図る

ȷᢊែや水ែȷͨไ等に৲ూしないǑƏԠびかƚる

ȷȆȬȓ、インǿーȍȃト、ઃ࠘ȩǸǪ、ઃ࠘電ᛅ等にǑるٳ部ऴإのӓ集

  ȷメール配信ǵーȓスžメルƘǇſ、防災行૎໯ዴ等にǑるऴإのӓ集

ȷ˰ܡ設備（ǫーȝート）の੷ْ、ʩ通ᨦ害等について

  ȷ場所（ႸҮ）、ཞඞ（˴がどのǑƏなᙹ೉ư発ဃしているかなど）
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Ჰ 避難所ᢃփ 

 本部は避難所が᧏設されたときは、避難所ᢃփۀ員˟をኵጢし避難所ᢃփを行Ə。

Ǉた、ఄܖが避難所にਦ定されたときは、施設管理者ưƋるఄܖと連ઃを図Ǔながǒ

避難所ᢃփにѐめるものとする。 

 ཎに࠯ଐの災害発ဃࢸに、本部˳СがưきるǇưႻ࢘の଺᧓を要するƜとがʖ想さ

れるため、૙Ꮀ員ȷδᇜȷဃࢻとの協щ᧙̞はɧ可എưƋる。 

 

Ჱ ܡנ避難者の৭੮ȷ支援 

 本部はᇹ一避難所等かǒܡנ避難者のऴإӓ集を行い、必要に応ơて、避難所ᢃփ

 。避難者ǁの支援を行Əܡנ員˟及び市災対本部と協щしてۀ

 

Ჲ ボȩンȆǣǢ支援要ᛪ 

 本部は市災対本部及び市ボȩンȆǣǢǻンǿーと連絡ᛦૢを行い、必要に応ơて、

災害଺におƚるボȩンȆǣǢ支援を要ᛪする。  

 ᧉボȩンȆǣǢݦ ⑴

 Ǣ ҔၲჃᜱ（Ҕࠖ、ഫᅹҔࠖ、ᕤдࠖ、̬ͤࠖ、Ⴣᜱࠖ、௩ᢊૢࠖࣄ等） 

 イ ᅦᅍ（৖ᛅ通ᛅ、ʼᜱٟ） 

 Ǧ ǢȞȁȥǢ໯ዴ 

 Ǩ ႻᛩಅѦ（ࡰᜱٟ、˟計ٟ、ǫǦンǻȩー等） 

 Ǫ その他ݦᧉ知ᜤや২Ꮱを必要とするЎ᣼ 

⑵ ဃ෇支援ボȩンȆǣǢ 

 Ǣ ૔援ཋ᝻のૢ理、ˁЎƚ、配Ў 

 イ ᇹ一避難所のᢃփ 

 Ǧ ૔ᜱ所のᢃփ 

 Ǩ ฌੈ 

 Ǫ 避難行動要支援者ǁの支援 

 ǫ ࣱڡႻᛩ 

 ǭ その他үᨖのない˺ಅ 
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Ჭ 計画の̲ദ 

Ɯの計画は、᨟଺検討をьƑ、必要がƋるときはƜれを̲ദする。Ǉた、ٶಮなॖ

ᙸをӒପưきるǑƏ、計画の検討ȷ̲ദには、ࣱڡ、避難行動要支援者、支援ׇ˳、

地؏˖ಅ等の参画を̟ᡶする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

è�

計画の̲ദ（ᙸႺし）基本方ᤆ 

ȷ計画内ܾに٭୼をˤƏ̲ദについては、ډᑣ地区防災計画検討ۀ員˟ư協

議し̲ദする。 

ȷ計画内ܾにࢨ᪪のない̲ദ（ᛚ܌、Ꮾ܌や法ˋ等のࡽ用வ文）について

は、ۀ員長等のʕᚐをࢽて̲ദし、ډᑣ地区防災計画検討ۀ員˟ǁإԓす

る。 
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◆ 計画策定の「あゆみ」 

月 日 内 容 備 考 

平成２９年５月３０日（水） 
（緑化センター） 

市民協働「熊谷の力」事業の
募集説明会 

市から事業説明・募集あり 

平成２９年７月５日（水） 
（奈良公民館） 

地区防災計画策定事業への参
画を協議 

地区２４団体で検討委員会を
結成、エントリー決定 

平成２９年９月２９日（金） 
（江南公民館） 

市民協働「熊谷の力」事業 
プレゼンテーション 

市への事業計画の提案、採択 

平成３０年４月 
地区防災計画策定マニュアル
の作成 

本編、マップ編、安否確認編
を作成 

平成３０年４月２０日（金） 
（市長応接） 

市民協働「熊谷の力」事業の
協定書の締結 

５月１日、補助金交付決定（補
助額４０万円）書を受領 

平成３０年５月６日（日） 
（奈良公民館） 

第１回 事務局会議 
事業計画、年間スケジュール
の検討 

平成３０年５月２０日（日） 
（奈良公民館） 

第１回 防災計画検討委員会 
事業計画、年間スケジュール、
防災マップの検討。 

平成３０年６月１０日 
～８月１８日 

防災マップづくり説明会、現
地調査 

支部ごとに説明会、現地調査
（３０回） 

平成３０年７月１日（日） 事業計画の回覧板を発行 全戸回覧 

平成３０年７月１７日（火） 
（奈良公民館） 

第２回 防災計画検討委員会 
安否確認訓練、対策本部と自
主防災組織の役割を検討 

平成３０年７月２２日（日） 
（上奈良） 

安否確認タオルの準備作業 依頼文・袋詰め 

平成３０年８月２５日（土） 
奈良全地区 

災害時安否確認訓練 
市総合防災訓練に参加 

アマチュア無線で市総合防災
訓練会場へ報告 

平成３０年１０月１８日（木）
（奈良公民館） 

第３回 防災計画検討委員会 
合同防災訓練、防災資機材の
確認、一時避難場所の確認 

平成３０年１０月３０日（火）
（奈良公民館） 

合同防災訓練説明会 訓練マニュアルの説明 

平成３０年１１月９日（金）
（奈良小学校） 

合同防災訓練（奈良小・中、
自治会、自主防災会ほか） 

災対本部設置、避難所開設、
情報収集、救護、物資受入、
資機材使用等の実地訓練 

平成３０年１２月２４日（月）
（奈良公民館） 

第４回 防災計画検討委員会 
地区防災計画案（案）、防災マ
ップ、資料編（案）の承認 

平成３１年２月 20日（水） 奈良地区防災計画の市長提出  

平成３１年２月～３月 市防災計画の承認を経て、全戸配付 

平成３１年３月１６日（予定） 
（奈良公民館） 

第５回 防災計画検討委員会 実績報告書の提出 

※ 期間中、事務局会議、打合せを平成２９年度６回、３０年度で２４回、実施している。 
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